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総
務
文
教
常
任
委
員
会
報
告

保
健
福
祉
常
任
委
員
会
報
告

常
任
委
員
会

　
　
審
査
報
告

都
市
経
済
常
任
委
員
会
報
告

議
案
の
主
な
内
容

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
、
９

月
13
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
を
受

け
た
執
行
部
提
出
議
案
２
件
（
分

割
付
託
１
件
を
含
む
）
及
び
請
願

１
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主

な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
29
年
度
小
郡
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
の
承
認
に
つ

い
て
（
議
案
第
39
号
）

　

味
坂
校
区
公
民
館
増
築
に
よ
り

駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
が
減
少
す
る
た

め
、
民
有
地
約
１
３
０
０
㎡
の
購

入
を
予
定
し
て
お
り
、
前
回
６
月

補
正
後
に
委
託
し
ま
し
た
不
動
産

鑑
定
の
結
果
２
０
３
６
万
円
の
用

地
買
収
費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
そ
の
他
増
改
築
工
事
に
伴

う
諸
費
用
も
併
せ
て
計
上
し
て
お

り
ま
す
。

問
：
用
地
買
収
費
の
不
動
産
評
価

に
つ
い
て
。

答
：
端
間
の
宅
地
に
対
す
る
不
動

産
鑑
定
結
果
で
金
額
に
妥
当
性
が

あ
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
常
任
委
員
会
は
、
９

月
14
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
を
受

け
た
執
行
部
提
出
議
案
３
件
（
分

割
付
託
１
件
を
含
む
）
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は
次
の

と
お
り
で
す
。

平
成
29
年
度
小
郡
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
の
承
認
に
つ

い
て
（
議
案
第
39
号
）

　

国
民
年
金
事
務
費
１
２
３
万
８

千
円
の
増
額
は
、
年
金
受
給
資
格

の
期
間
を
25
年
か
ら
10
年
へ
短
縮

し
た
こ
と
に
伴
い
、
申
請
者
の
相

談
、
申
請
対
応
が
増
え
た
た
め
、

臨
時
職
員
賃
金
15
万
８
千
円
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。

問
：
年
金
受
給
資
格
の
短
縮
化
の

理
由
に
つ
い
て
。

答
：
年
金
制
度
の
課
題
の
１
つ
と

し
て
無
年
金
者
の
問
題
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
年
金
受
給
資
格

の
短
縮
化
に
よ
り
、
年
金
を
受
け

取
れ
る
方
を
増
や
し
、
納
め
て
い

た
だ
い
た
年
金
保
険
料
を
な
る
べ

く
年
金
の
支
払
い
に
繋
げ
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
保
険
料
納
付
済
の

期
間
を
25
年
か
ら
10
年
に
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

都
市
経
済
常
任
委
員
会
は
、
９

月
15
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
を
受

け
た
執
行
部
提
出
議
案
３
件
（
分

割
付
託
１
件
を
含
む
）
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は
次
の

と
お
り
で
す
。

平
成
29
年
度
小
郡
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
の
承
認
に
つ

い
て
（
議
案
第
39
号
）

　

食
と
農
の
複
合
施
設
調
査
業
務

委
託
３
８
７
万
８
千
円
の
増
額
に

つ
い
て
は
、
直
売
所
の
集
客
策
と

し
て
複
合
施
設
を
検
討
す
る
に
あ

た
り
、
現
状
分
析
と
と
も
に
、
ど

の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
や
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
で
あ
れ
ば
、
本
市
の
発

展
に
寄
与
す
る
も
の
と
成
り
得
る

か
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

問
：
昨
年
度
、
国
の
補
助
を
活
用

し
て
、
実
施
し
た
農
産
物
直
売
所

の
多
面
的
機
能
実
態
調
査
と
の
違

い
に
つ
い
て
。

答
：
昨
年
度
実
施
し
た
多
面
的
機

能
調
査
は
、
２
つ
の
直
売
所
、
関

係
機
関
へ
の
調
査
、
近
隣
の
先
進

直
売
所
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
直

売
所
が
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出

す
る
施
設
と
な
る
た
め
の
調
査
で

す
。
今
回
の
調
査
は
、
食
と
農
の

複
合
施
設
に
関
す
る
小
郡
市
の
地

域
特
性
や
人
口
動
向
、
産
業
動
向

に
つ
い
て
の
現
状
と
課
題
を
分
析

し
た
上
で
、
そ
の
必
要
性
と
期
待

さ
れ
る
役
割
等
を
整
理
し
て
い
く

も
の
で
す
。

問
：
本
当
に
調
査
が
必
要
な
の
か
、

業
者
の
選
定
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
、
調
査
費
用
が
妥
当

な
の
か
に
つ
い
て
。

答
：
昨
年
度
の
調
査
で
、
現
状
と

課
題
等
は
十
分
分
析
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
あ
く
ま
で
も
農
産
物
直
売

所
の
調
査
で
あ
り
、
今
回
は
、
食

と
農
の
複
合
施
設
を
造
る
こ
と
が

可
能
か
ど
う
か
の
調
査
と
、
も
っ

と
具
体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、

イ
メ
ー
ジ
が
抱
け
る
よ
う
な
提
案

を
い
た
だ
く
た
め
の
調
査
等
を
委

託
す
る
も
の
で
す
。
業
者
選
定
に

つ
い
て
は
、
仕
様
書
を
細
か
く
作

成
し
た
上
で
過
去
の
実
績
等
を
踏

ま
え
、
５
〜
６
社
を
選
定
し
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
提
案
型
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
に
関
す
る
予

算
に
つ
い
て
は
、
十
分
精
査
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

★
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
（
議
案
第
38

号
）

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
設
置

に
伴
い
、
新
た
に
費
用
弁
償
の
支

給
及
び
報
酬
額
を
定
め
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。
本
制
度
は
地
域
外
の
人
材
を

積
極
的
に
誘
致
し
、
そ
の
定
住
・

定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
す
る
も
の
で
、
観
光
創
造
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
農
業
振
興
プ
ラ
ン
ナ

ー
の
２
つ
の
分
野
で
各
１
名
を
募

集
予
定
で
す
。

★
平
成
29
年
度
小
郡
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）の
承
認
に
つ
い
て（
議

案
第
40
号
）

　

一
般
管
理
費
２
７
９
万
５
千
円

の
増
額
お
よ
び
賦
課
徴
収
費
44
万

２
千
円
の
減
額
は
、
人
事
異
動
に

伴
う
人
件
費
の
整
理
分
で
す
。

★
平
成
29
年
度
小
郡
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
介
護

保
険
事
業
勘
定
）（
第
２
号
）の
承

認
に
つ
い
て（
議
案
第
41
号
）

　

一
般
管
理
費
68
万
４
千
円
の
増

額
お
よ
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
費
７
万
２
千
円
の
減
額
は
、

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
整
理

分
で
す
。
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★
平
成
29
年
度
小
郡
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）の

承
認
に
つ
い
て（
議
案
第
42
号
）

　

収
益
的
支
出
は
、
下
水
道
課
管

理
係
の
人
件
費
80
万
２
千
円
の
減

額
、
資
本
的
支
は
、
下
水
道
課
工

務
係
の
人
件
費
６
３
９
万
２
千
円

の
減
額
で
す
。
ま
た
、
収
益
的
収

入
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

で
、
収
益
的
支
出
の
減
額
に
伴
い

80
万
２
千
円
を
減
額
す
る
も
の
で

す
。

★
平
成
29
年
度
小
郡
市
工
業
団
地

整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）の
承
認
に
つ
い
て（
議

案
第
43
号
）

　

干
潟
第
２
工
業
団
地
に
お
け
る

分
譲
が
、
全
て
完
了
し
た
こ
と
に

伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
費
に
係

る
起
債
の
償
還
等
を
精
算
す
る
も

の
で
す
。
元
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
初
、
平
成
29
年
度
に
償
還
す
る

元
金
と
し
て
２
億
９
６
２
９
万
６

千
円
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

全
額
を
繰
り
上
げ
償
還
す
る
た
め

に
、
２
億
１
５
９
万
２
千
円
を
増

額
補
正
す
る
も
の
で
す
。
合
わ
せ

て
、
利
子
の
精
算
と
し
て
、
利
子

を
１
０
６
万
５
千
円
減
額
し
、
繰

上
償
還
手
数
料
を
25
万
６
千
円
増

額
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
予
備
費

２
億
８
６
９
２
万
８
千
円
の
減
額

は
、
当
初
、
土
地
の
売
払
い
に
係

る
収
入
の
う
ち
、
償
還
等
が
決
ま

っ
て
い
な
い
分
を
予
備
費
と
し
て

計
上
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、

繰
り
上
げ
償
還
を
す
る
こ
と
に
伴

い
、
減
額
す
る
も
の
で
す
。

［
教
育
委
員
会
委
員
］

小
郡
市
松
崎
８
９
４
番
地
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
木
和
治

［
固
定
資
産
評
価
員
］

大
野
城
市
筒
井

　

一
丁
目
６
番
48

−

１
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
城
俊
昭

［
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
］

小
郡
市
力
武
１
０
０
１
番
地
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
水
京
子

小
郡
市
寺
福
童
４
７
３
番
地
10

　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
田
一
徳

小
郡
市
二
森
１
４
８
３
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
隆
一

　
採　
択　

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
を

は
か
る
た
め
の
２
０
１
８
年
度
政

府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
要

請
に
つ
い
て

請
願
者

−
福
岡
県
教
職
員
組
合

　
　
　
　

浮
羽
三
井
支
部

　
　
　
　
　

支
部
長　

野
村
広
義

道
路
整
備
に
必
要
な
予
算
確
保
に

関
す
る
意
見
書

（
議
員
提
出
議
案
第
４
号
）

【
要
約
】

　

道
路
は
、
人
々
の
生
活
を
支
え

る
基
礎
的
な
社
会
資
本
で
す
。

　

地
域
間
の
交
流
・
連
携
、
地
域

産
業
の
発
展
を
図
る
う
え
で
、
必

要
不
可
欠
な
社
会
基
盤
で
す
。

　

本
市
で
は
、
九
州
縦
貫
道
と
九

州
横
断
道
が
交
差
す
る
鳥
栖
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
に
隣
接
し
た
交
通

の
要
衝
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
道
路
整
備
が
立
ち
遅
れ
て
お

り
、
地
域
活
力
の
向
上
・
地
方
創

生
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
た
め
に

も
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を

着
実
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
の
道
路
事
業
予
算
は

十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は
言

え
な
い
状
況
で
す
。

　

国
に
お
か
れ
て
は
、
道
路
整
備

に
必
要
な
予
算
の
確
保
に
関
す
る

次
の
事
項
の
実
施
に
つ
い
て
強
く

求
め
ま
す
。

１
．
地
方
が
必
要
と
す
る
道
路
整

備
予
算
を
安
定
的
に
確
保
す

る
こ
と
。

２
．
道
路
財
特
法
に
よ
る
補
助
率

の
嵩
上
げ
措
置
に
つ
い
て
、

平
成
30
年
度
以
降
も
現
行
制

度
を
継
続
す
る
こ
と
。

※
意
見
書
全
文
に
つ
き
ま
し
て

は
、
小
郡
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
「
可
決
さ
れ
た
意
見
書
・

決
議
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

教
育
予
算
の

　
確
保
と
充
実
を
求
め
る
意
見
書

（
委
員
会
提
出
議
案
第
１
号
）

【
要
約
】　

　

学
校
現
場
に
お
け
る
課
題
が
複

雑
化
・
困
難
化
す
る
中
で
子
ど
も

た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
教
材
研
究
や
授
業

準
備
の
時
間
を
十
分
に
確
保
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
教
職
員
定
数
改
善
な
ど
の
施

策
が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
（
公
財
）
連
合
総
合
生
活
開

発
研
究
所
の
教
職
員
の
働
き
方
・

労
働
時
間
に
関
す
る
報
告
書
に
よ

る
と
、
７
〜
８
割
の
教
員
が
ひ
と

月
の
時
間
外
労
働
が
80
時
間
（
過

労
死
ラ
イ
ン
相
当
）
と
な
っ
て
い

る
こ
と
、
１
割
が
す
で
に
精
神
疾

患
に
罹
患
し
て
い
る
可
能
性
が
極

め
て
高
い
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に

さ
れ
ま
し
た
。
明
日
の
日
本
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
育
む
学
校
現
場

に
お
い
て
、
教
職
員
の
長
時
間
労

働
是
正
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
の
教
職
員
定
数
改
善
も
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　

教
育
は
未
来
へ
の
先
行
投
資
で

あ
り
、
地
方
自
治
体
が
計
画
的
に

教
育
行
政
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
少
人
数

学
級
を
推
進
し
、
当
面
、
小
学
校

２
年
生
以
上
の
「
35
人
以
下
学

級
」
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
、

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持

向
上
の
た
め
に
教
職
員
定
数
増
、

お
よ
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
と
と
も
に
国
庫
負
担
率

を
２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
を
、

要
請
致
し
ま
す
。

※
意
見
書
全
文
に
つ
き
ま
し
て

は
、
小
郡
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
「
可
決
さ
れ
た
意
見
書
・

決
議
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

人
事
案
件

請
　
　

願

可
決
さ
れ
た
意
見
書


